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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
平
成
28
年
の
新
春
に
当

た
り
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
村
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

村
政
進
展
の
た
め
、
行
政
各
般
に
わ

た
り
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
玉

川
村
に
と
り
ま
し
て
、
輝
か
し
い
躍

進
の
年
と
な
り
、
皆
様
方
が
、
ご
健

康
・
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
を

こ
め
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
日
の
、
少
子
化
・
人
口
減
少
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、「
村
民
と
、
共
に
歩
み
育
む
、
心

豊
か
な
村
づ
く
り
」を
基
本
理
念
に
、

『
未
来
が
輝
く
村
づ
く
り〝
元
気
な
〞

た
ま
か
わ
』を
目
指
し
て
、
諸
事
業

に
全
力
で
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
人
づ
く
り
・
子
ど
も
子
育

て
支
援
の
取
り
組
み
で
す
が
、
平
成

27
年
４
月
か
ら
玉
川
第
一
小
学
校
と

川
辺
小
学
校
が
統
合
し
、
新
生
玉
川

第
一
小
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
は
、
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園「
た
ま
か
わ

ク
ッ
ク
の
森
」が
、
社
会
福
祉
法
人

運
営
に
よ
り
開
園
い
た
し
ま
す
の

で
、
環
境
施
設
整
備
や
体
制
づ
く
り

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
現
行
の

幼
稚
園
授
業
料
部
分（
３
歳
児
以
上
）

の
無
料
化
を
実
施
し
、
園
児
・
保
護

者
、
施
設
が
一
体
と
な
っ
た
運
営
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
18
歳
未
満
の
医
療
費
の
無

料
化
に
つ
い
て
も
継
続
実
施
し
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
に
つ
い
て
も

空
い
た
幼
稚
園
を
利
用
し
、
拡
大
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
新
た
な
事
業
と
し
て「
た

ま
か
わ
奨
学
金
制
度
」を
創
設
し
、

修
学
意
欲
の
あ
る
学
生
を
支
援
し
、

人
材
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
人
口
減
少
対
策
並
び
に
、

移
住
定
住
化
対
策
の
取
り
組
み
で
あ

り
ま
す
が
、
第
１
子
10
万
円
、
第
２

子
20
万
円
、
第
３
子
以
降
50
万
円
支

給
の
た
ま
か
わ
っ
子
誕
生
祝
金
制
度

を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
好
評

の
定
住
促
進
補
助
事
業
も
継
続
し
、

民
間
開
発
に
よ
る
住
宅
団
地
等
の
支

援
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
更
に
、
公
営
住
宅
の
建
設
に
も

着
手
し
て
、
定
住
人
口
の
増
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
村
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
が
、
児
童

福
祉
や
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者
福

祉
等
の
社
会
保
障
制
度
の
充
実
を
図

り
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
体
制
の
整
備

に
よ
り
、
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
快
適
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
の
駅
た
ま
か
わ
も
元
気
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
の
も
と
、
健
康
増
進

や
健
康
寿
命
の
推
進
を
図
り
、
医
療

費
の
抑
制
や
村
民
の
健
康
交
流
の
拠

点
と
し
て
活
動
で
き
る
運
営
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
活
性
化
や
利
便
性

を
図
る
た
め
、
生
活
道
路
等
の
改
良

整
備
や
維
持
管
理
に
努
め
、
四
辻
水

源
を
活
用
し
た
水
道
施
設
計
画
を
作

成
し
、
上
水
道
給
水
区
域
拡
大
の
た

め
の
施
設
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
集
落
排
水
整
備
事
業
で
は
、

玉
川
地
区
の
認
可
申
請
を
行
い
、
処

理
場
施
設
の
検
討
や
実
施
設
計
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
防
犯
灯
や
街
路
灯
の
増
設

を
行
う
と
と
も
に
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
で

あ
り
ま
す
が
、
農
業
・
工
業
・
商
業
と

調
和
の
と
れ
た
産
業
の
振
興
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
人
・
農
地
プ
ラ

ン
の
推
進
や
集
落
営
農
組
織
の
法
人

化
、
認
定
農
業
者
へ
の
支
援
や
営
農

推
進
協
議
会
の
充
実
を
図
り
、
施
設

園
芸
へ
の
支
援
や
20
坪
ハ
ウ
ス
支

援
、
花
卉
栽
培
支
援
、
そ
し
て
、
畜

産
業
の
支
援
を
継
続
し
、
特
色
あ
る

玉
川
の
農
業
振
興
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

更
に
、
商
工
会
と
連
携
し
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
調
査
・
企
業
懇
談

会
や
企
業
訪
問
を
実
施
し
て
、
商
工

振
興
に
努
め
、
新
た
な
雇
用
を
確
保

す
る
た
め
の
企
業
誘
致
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
の
積
極
的
な
社
会
参

画
の
推
進
と
青
年
の
交
流
を
支
援

し
、
未
婚
男
女
の
交
流
も
引
き
続
き

積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
こ
ぶ
し
の
里
の
北
側
に
県

中
家
畜
保
健
衛
生
所
の
建
設
が
予
定

さ
れ
、
川
辺
小
学
校
跡
地
に
は
、
県

立
あ
ぶ
く
ま
養
護
学
校
の
分
校
が
平

成
29
年
開
校
を
目
指
し
て
、
校
舎
の

改
築
に
入
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
県
と
連
携
し
有
効
利
活
用
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
第
６
次
玉
川
村
振
興
計
画
」や

「
玉
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合

戦
略
」「
第
４
次
玉
川
村
土
地
利
用
計

画
」の
指
針
誘
導
の
も
と
、
村
民
と

の
協
働
に
よ
り
、
共
に
歩
み
育
む
、

心
豊
か
な
村
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

た
飛
躍
す
る
年
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

ごあいさつ
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
輝
か
し
い
希

望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
私
ど
も
議
会
へ
の
温

か
い
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
衷
心

よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
国
政
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

経
済
最
優
先
を
強
調
す
る
第
３
次
安

倍
政
権
が
現
在
展
開
中
で
す
。
特
に

政
府
は
重
点
施
策
と
し
て
「
地
方
創

生
」
に
向
け
た
本
格
的
な
取
り
組
み

を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

当
村
に
お
い
て
も
村
独
自
の
地
方

創
生
戦
略
の
策
定
を
求
め
ら
れ
、
今

ま
で
以
上
に
自
治
体
に
は
大
き
な
役

割
と
責
任
が
発
生
し
、
国
の
選
択
と

集
中
の
方
針
か
ら
地
域
間
競
争
と
差

別
化
の
流
れ
が
一
層
大
き
く
な
り
、

村
の
危
機
感
や
地
域
経
営
の
能
力
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
体
と
舞
台
は
自
治
体
に
委
ね
ら

れ
、
求
め
ら
れ
る
首
長
の
指
導
力
、

現
状
分
析
力
、
企
画
力
が
不
可
欠
で

あ
り
、
現
在
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

変
化
さ
せ
る
に
は
、
企
業
や
地
域
住

民
を
巻
き
込
ん
だ
地
域
全
体
の
改
革

が
必
要
で
、
過
度
な
宅
地
造
成
や
企

業
誘
致
で
人
口
増
と
い
う
現
実
を
無

視
し
た
計
画
を
見
直
し
、
本
気
で
地

域
の
現
状
を
踏
ま
え
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
具
体
的
な
目
標
値
と
事
業

で
構
成
さ
れ
た
玉
川
村
版
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

策
定
し
、
村
執
行
機
関
と
共
に
人
口

減
少
時
代
の
問
題
克
服
に
立
ち
向
か

い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
５

年
を
迎
え
ま
す
が
、
未
だ
に
多
く
の

住
民
が
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
り
、
特
に
農
産
物
の
風
評
被

害
が
続
い
て
お
り
、
一
日
も
早
い
回

復
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
青
井
沢
地
内
に
仮
置
し
て

お
り
ま
し
た
除
染
物
が
、
県
の
仮
保

管
場
に
搬
出
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、

村
民
と
も
に
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

当
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
復
興
の

波
を
止
め
な
い
よ
う
国
が
責
任
を

も
っ
て
万
全
な
対
策
を
実
施
す
る
よ

う
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
夏
の
猛
暑

に
よ
り
雨
の
降
ら
な
い
期
間
が
長
く

続
い
た
ほ
か
、
各
地
で
台
風
の
発
生

も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
村
に
お
き
ま

し
て
は
、
幸
い
に
も
被
害
が
少
な
い

年
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月
に
村
政
施
行
60
周
年
の

節
目
を
迎
え
、
村
は
常
に
た
ゆ
む
こ

と
な
く
、
着
実
に
前
進
発
展
を
成
し

と
げ
、
古
か
ら
緑
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
、
歴
史
と
文
化
の
村
と
し
て
、

今
後
さ
ら
に
自
ら
が
暮
ら
す
地
域
に

愛
着
を
持
ち
、
村
民
誰
も
が
誇
り
に

思
え
る
村
と
し
て
、
羽
ば
た
い
て
い

け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

当
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
か
つ
て

先
人
と
は
異
な
っ
た
厳
し
い
局
面
に

現
在
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

試
練
を
乗
り
越
え
て
、
明
日
の
玉
川

村
を
切
り
開
い
て
こ
そ
、
時
代
に
生

き
る
責
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
改
革
推
進
に
よ

り
地
方
公
共
団
体
自
ら
の
判
断
と
責

任
に
お
い
て
、
行
政
を
運
営
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
中
、
自
治
体
の
監
視

機
関
と
し
て
議
会
の
役
割
が
益
々
重

要
と
な
り
、
そ
の
責
任
も
大
き
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、

我
々
議
員
自
ら
議
会
の
活
性
化
に
取

り
組
み
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
機
能
強

化
を
図
り
な
が
ら
、
村
民
と
の
連
携

を
一
層
密
に
し
、
村
政
発
展
の
た
め

に
さ
ら
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
原
発
事
故
の
終
息
を

願
い
、
さ
ら
に
飛
躍
す
る
一
年
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
村
民
皆
様
の
ご
多
幸
と

ご
活
躍
を
願
い
ま
し
て
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

◆
村

村　

長　

石
森　

春
男

副
村
長　

工
藤　

宇
裕

教
育
長　

冨
岡
ケ
イ
子

　

外　
　

職
員
一
同

◆
村
議
会

議　

長　

須
藤　

利
夫

副
議
長　

森　
　

清
重

　

外　
　

議
員
一
同

◆
区
長
会

会　

長　

小
針　

敬
人

副
会
長　

塩
澤　
　

章

　

外　
　

区
長
一
同

新
年
明
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

新年の

須

藤

利

夫

玉
川
村
議
会
議
長

議
会
と
し
て
、

　

人
口
減
少
時
代
の

　
　

問
題
に
立
ち
向
か
う 
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申告月日
申告場所 該当区 該　当　地　区

月 日 曜日
16 火 蒜 生 蒜生全域

17 水 中 第５組～第 13組、その他組外

18 木 川辺
中

川辺：中妻・向宿・武道・舘・赤坂団地組、その他組外
中：第１組～第４組

19 金 川辺 第１組～第８組

2 22 月 川辺 第９組～第 11組、宮ノ前・共同・宿・中沖組

23 火 保健センター 竜崎 第１組～第６組

24 水 竜崎 第７組～第 11組、その他組外

25 木 岩法寺 第１組～第５組

26 金 岩法寺 第６組～第 14組、その他組外

29 月 小　高 第１組～第７組

1 火 小　高 第８組～第 13組

2 水 小高（午前のみ） 第 14組～第 17組、その他組外

3 木 南須釜 蟹沢・荻ノ田・堂ノ内・奥平・八又・ 柳作組

4 金 南須釜 狸穴・牛沼・小半弓・千五沢・滝作・古宿・久保宿・小柳作・南宿組

7 月 南須釜 粟踏石・八木・横内・村営住宅・その他組外

3 8 火 北須釜 奥撫・仁戸内・遠舘石・近舘石・三蔵

水9 須釜公民館 北須釜 北中組・森殿・北入・桜窪・西部・その他組外

10 木 吉 吉地区全域

11 金 山小屋 山小屋地区全域・河平組

14 月 四辻新田 四辻新田地区全域・青井沢組

15 火 予備日 該当日にできなかった方

平成28年度村県民税（平成27年分所得税）の申告相談のお知らせ平成28年度村県民税（平成27年分所得税）の申告相談のお知らせ

▶問い合わせ先　役場税務課　☎５７－４６２２

　村では、村県民税・所得税の所得申告相談を、２月16日から下記日程で行います。
　必要書類を準備のうえ、該当日に忘れずに申告してください。
 ※申告に係る必要書類等は、村内回覧で周知しますのでご確認ください。
　また、平成 27年中の収入が無い方も申告が必要な場合もありますので、申告に関するご相談は、税務
課までお問い合わせください。

　例年西部地区の申告を「玉川村就業改善センター会議室」で行っていますが、現在耐震補強工事のため
使用できません。
　2月16日から3月2日の午前までの申告は、玉川郵便局の隣にあります「玉川村保健センター２階会議室」
で行います。
　申告へ来られる方の駐車場は、役場前駐車場体育館側をご利用ください。
　保健センターの駐車場は、保健センター来庁者の方のご迷惑になりますので、決して駐車しないでくだ
さい。

◆ 受付時間　【午前の部】午前９時から11時　【午後の部】午後１時から４時

一部、所得申告相談会場が「玉川村保健センター」になります。
駐車場は、役場前駐車場をご利用ください。
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長い間活用されていない空き地

村
の
空
き
家
・
空
き
地
の
解
消
を
推
進

村
の
空
き
家
・
空
き
地
の
解
消
を
推
進

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

12
月
７
日
、
福
島
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
と
連
携
・
協
力
に
関

す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
協
会
が
空

き
家
・
空
き
地
の
所
有
者
と
利
用

希
望
者
へ
の
連
絡
・
調
整
・
交
渉

等
の
仲
介
を
す
る
こ
と
で
、ス
ム
ー

ズ
に
契
約
ま
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

玉
川
村
の
豊
か
な
土
地
に
、
多

く
の
方
が
移
住
・
定
住
す
る
こ
と

で
、
な
お
一
層
の
地
域
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

村空き家・空き地バンク事業とは

空
き
家
・
空
き
地
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

　村内の空き家及び空き地を有効利用し、地
域の活性化及び地域コミュニティ維持につな
がる魅力ある街づくりの推進、定住人口増加
を目的とした事業で、物件情報をホームペー
ジ等で広く情報提供します。

【
登
録
方
法
】

　

空
き
家
・
空
き
地
の
所
有
者
で
、

売
り
た
い
方
・
貸
し
た
い
方
は
、
空

き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を

村
に
申
し
込
み
ま
す
。
審
査
後
、
物

件
情
報
が
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
物
件
情
報
は
、
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
さ
れ
ま
す
。

 【
利
用（
交
渉
・
契
約
）方
法
】

　

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
の
物
件

情
報
を
見
て
、
利
用（
買
い
た
い
・

借
り
た
い
）を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

村
に
利
用
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。
村
が
指
定
宅
建
業
者
及
び
物
件

登
録
者
に
交
渉
を
行
う
よ
う
連
絡
し

ま
す
。

　

登
録
物
件
に
関
す
る
交
渉
・
契
約

等
は
、
指
定
宅
建
業
者
の
仲
介
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
す
。
交
渉
が
整

え
ば
契
約
成
立
と
な
り
ま
す
。

 

※
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、
平
成
28
年
１
月
よ
り

公
開
開
始
し
ま
す
。
村
内
に
未
利
用

の
資
産
を
保
有
の
方
で
、
物
件
の
売

却
及
び
賃
借
を
ご
希
望
の
方
は
、
ぜ

ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課　
☎
５
７
ー

４
６
２
９

　

今
年
度
５
回
目
の
３
歳
児
健
診
が
12
月
４
日
、村
保
健
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

健
診
項
目
の
歯
科
検
診
の
結
果
、虫
歯
が
１
本
も
な
か
っ
た

５
名
の
お
と
も
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

（
順
不
同
。【　

】は
保
護
者
と
地
区
名
）

虫
歯
が
な
い
よ
!

車田知哉くん
【つかさ：小高】

鈴木丈一郎くん
【裕也：川辺】

 上野巧人くん
【竜弥：竜崎】

髙信　輝くん
【悦郎：吉】

塩澤慶人くん
【拓也：竜崎】

ぼくも！
わたしも！

ともや たくと

じょういちろう

けいと

てる
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　12月20日、手作りの門松で新年を迎えようと、
村公民館主催による「門松づくり教室」がすぱーく玉
川で行われました。
　参加者は、初めての作業に戸惑う姿も見受けられ
ましたが、講師の手ほどきを受けながら、思い思い
の門松を作りあげていました。
　日本文化の門松、これからも伝統を受け継いで大
切にしてほしい、お正月の風物詩です。

TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA

交通栄誉章「緑十字銅章」を受賞した瀬谷さん（右）

　
「
石
川
地
区
交
通
安
全
表
彰
大
会
」が

11
月
26
日
、
八
幡
屋（
石
川
町
）で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
全
員
で
交
通
事
故
犠
牲

者
に
対
す
る
黙
祷
を
捧
げ
た
あ
と
、
長

年
に
わ
た
る
交
通
安
全
活
動
に
多
大
な

功
績
の
あ
っ
た
功
労
者
や
安
全
運
転
管

理
者
、
無
事
故
・
無
違
反
で
他
の
運
転

者
の
模
範
と
な
る
運
転
者
へ
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
関
係
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。　
　
【
敬
称
略（　

）は
地
区
名
】 

 

優
良
運
転
者
な
ど
を
称
え
る

　

11
月
28
日
、
金
澤
泰
子
さ
ん
と
ダ
ウ

ン
症
で
書
家
の
翔
子
さ
ん
親
子
を
講
師

に
招
き
、
石
川
地
方「
み
ん
な
で
守
る
・

支
え
る
・
つ
な
が
る
命
」講
演
会
が
、
た

ま
か
わ
文
化
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

講
演
会
で
は
、
翔
子
さ
ん
の
書
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ほ
か
、
泰
子
さ
ん
に

よ
る
講
話
が
行
わ
れ
、「
純
真
な
心
が
書

や
生
き
方
に
表
れ
て
い
る
」と
、
こ
れ

ま
で
の
翔
子
さ
ん
と
の
親
子
の
歩
み
を

話
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
県
内
外
か
ら
約
６
０
０
人

が
詰
め
掛
け
、
母
子
の
絆
に
感
動
し
た

様
子
で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

石
川
地
区
交
通
安
全
表
彰
大
会

母
子
の
絆
に
感
動

力強く筆を走らせる翔子さん（中央）

村公民館事業「門松づくり教室」

手作り門松で福を呼ぼう

大勢が楽しんだ門松づくり

◎
東
北
管
区
警
察
局
長
・
東
北
交
通
安

全
協
会
長
連
名
表
彰
交
通
栄
誉
章

◆
交
通
安
全
功
労
者

　

石
井
清
勝（
竜
崎
）

◎
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
交
通

栄
誉
章「
緑
十
字
銅
章
」

◆
交
通
安
全
功
労
者

　

瀬
谷
吉
利（
北
須
釜
）

◎
福
島
県
警
察
本
部
長
・
福
島
県
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰

◆
優
良
運
転
者

　

大
木
ミ
ツ
子（
南
須
釜
）

◎
石
川
警
察
署
長
・
石
川
地
区
交
通
安

全
協
会
長
連
名
表
彰

◆
優
良
運
転
者

　

小
林
知
子（
竜
崎
）

　

鈴
木
常
男（
蒜
生
）

◎
石
川
警
察
署
長
・
石
川
地
区
安
全
運

転
管
理
者
協
会
長
連
名
表
彰

◆
優
良
安
全
運
転
管
理
者

　

小　

良
友（
有
限
会
社
コ
ハ
ラ
組
）

◆
交
通
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル
成
績
優
秀

　

ル
ー
フ
石
井
有
限
会
社

◎
石
川
警
察
署
長
・
石
川
地
区
交
通
安

全
協
会
長
・
石
川
地
区
安
全
運
転
管
理

者
協
会
長
・
安
全
運
転
管
理
石
川
事
業

主
会
長
連
名
表
彰

●
交
通
安
全
立
看
板
コ
ン
ク
ー
ル

◆
努
力
賞

　

玉
川
第
一
小
学
校

　

須
釜
小
学
校

　

須
釜
中
学
校
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　12月６日、玉川卓球クラブ(塩澤正勝会長)主催による
「第32回玉川村民卓球大会」が、たまかわ文化体育館で行
われました。
　大会には、村内の卓球愛好者ら約80人が出場し、熱戦
を繰り広げました。
　各部門の優勝者は次のとおりです。（敬称略）
▶小学生の部：関根佑太（玉一小）▶男子シングルス :菊地
喜成（玉ク）▶女子シングルス :岡部美奈（玉ク）▶ダブルス :
菊地喜成・岡部美奈（玉ク）▶思いやり卓球ラリー戦 :石井
正登・矢吹靖子（元気ク）▶ラージボールダブルス :関根一
夫・矢吹義　（元気ク）

TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA

　

11
月
８
日
、「
第
９
回
四
辻
収
穫
祭
」

が
四
辻
新
田
農
業
研
修
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
収
穫
祭
は
、
四
辻
収
穫
祭
実
行

委
員
会（
大
和
田
宏
会
長
）が
企
画
し
、

地
元
産
の
採
れ
た
て
野
菜
を
地
区
民
で

味
わ
お
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
地
元
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
け

ん
ち
ん
汁
や
手
打
ち
そ
ば
が
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。ま
た
、参
加
者
で
杵
を
使
っ

た
餅
つ
き
も
行
わ
れ
、
子
ど
も
達
の
元

気
な
歓
声
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

第
９
回
四
辻
収
穫
祭

お
餅
と
新
鮮
野
菜
を
味
わ
う

昔ながらの餅つきを体験する子ども達

　南須釜区主催の第12回南須釜区民芸能祭が11月
22日、須釜公民館で開催され、区民の皆さんが日頃
の練習の成果を披露しました。
　オープニングでは、保存会による少女たちの「南須
釜の念仏踊り」で華やかに開幕しました。
　ステージ上ではカラオケやダンスなど32の演目が披
露され、会場に詰めかけた多くの区民から、温かい拍
手が送られていました。

多彩な歌を披露

　

山
小
屋
集
落
営
農
組
合（
石
森
三
男

組
合
長
）が
11
月
22
日
、
山
小
屋
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
収
穫
祭
を
行
い
ま

し
た
。

　

収
穫
祭
は
、
同
組
合
の
活
動
を
地
域

の
人
や
子
ど
も
達
に
知
っ
て
も
ら
う
と

共
に
交
流
の
場
を
図
ろ
う
と
、
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。参
加
者
は
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ク
ロ
リ
テ
ィ
を
楽
し
ん
だ
ほ

か
、
恒
例
と
な
っ
た「
そ
ば
打
ち
」講
習

会
も
行
わ
れ
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

打
っ
た
そ
ば
を
美
味
し
く
食
べ
な
が

ら
、
地
域
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

山
小
屋
集
落
営
農
組
合『
収
穫
祭
』

収
穫
祭
で
地
域
交
流

熱唱のオンステージ

第32回玉川村民卓球大会
寒さを吹き飛ばす熱戦

はつらつとプレーする選手

学んだ「そば打ち」を実践する参加者

第12回南須釜区民芸能祭
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健健 だよりだより健 だよりだより健

けんこう

だより幸幸幸幸

 

笑う門には福も健康も来る笑う門には福も健康も来る
　笑うことは体に良さそうだ…ということは何となく皆さんも知っていますね。
　それでは、実際にどんな効果があるのでしょうか。福島医大の大平教授の研究結果によると、
なんと笑いは「脳梗塞」「心筋梗塞」「認知症」「糖尿病」など、様々な病気の予防改善に効果
があるとのことです。
　よく笑う人は、笑わない人に比べて健康で長生きするんですから、笑わなきゃ損ですよね。
一人では生まれない笑いも、二人、三人と人が集えば会話の中に自然と笑いが生まれてきます。
 
「幸せだから笑うのではなく、笑うから幸せが来る」 
　今年は申年。昨年起きた嫌なこと辛いことは全てサリ、今年はより勝 (まサル ) …皆さまの
健康とご多幸をお祈りしつつ、健康福祉課保健師、栄養士一同、皆さまの健康づくりを全力
でサポートいたします。「健康の駅たまかわ」をぜひご利用ください。
 
【健康福祉課】☎５７－４６２３　【保健センター】３７－１０２４

【クックちゃん文庫（公民館内）☎57－4632】

お 知 ら せクックちゃん文庫から

 

私
の
お
す
す
め
の
一
冊
を
紹
介

『
星
の
王
子
さ
ま
』

『
星
の
王
子
さ
ま
』

『
星
の
王
子
さ
ま
』

作
／
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ　

訳
／
内
藤

作
／
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ　

訳
／
内
藤

作
／
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ　

訳
／
内
藤

　本は、心を豊かにします。読書は、
言葉を学び、感性を磨き、表現力を
高めることにもつながります。玉川村
の子どもたちが読書の楽しさを知り、
本が好きになってくれることを願って
います。

廣田　恵さん（玉川第一小学校教諭）

　
『
心
で
見
な
く
ち
ゃ
、
も
の
ご
と
は
よ

く
見
え
な
い
っ
て
こ
と
さ
。
か
ん
じ
ん

な
こ
と
は
、
目
に
見
え
な
い
ん
だ
よ
。』

(

『
星
の
王
子
さ
ま
』よ
り
）

　
「
ぼ
く
」が
砂
漠
で
出
会
っ
た
少
年―

星
の
王
子
さ
ま―

は
、
地
球
よ
り
遥
か

遠
く
の
小
さ
な
星
か
ら
や
っ
て
き
ま
し

た
。
純
粋
で
不
思
議
な
王
子
さ
ま
が
旅

の
中
で
学
ん
だ「
目
に
は
見
え
な
い
か
ん

じ
ん
な
こ
と
」と
は
、
一
体
何
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　
『
星
の
王
子
さ
ま
』は
、
私
た
ち
大
人

が
い
つ
の
間
に
か
忘
れ
か
け
て
い
る「
大

切
な
何
か
」に
つ
い
て
語
り
か
け
て
く
る

物
語
で
す
。
私
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
、

「
私
が
教
師
と
し
て
、
大
人
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
一
番
大
切
な
こ

と
は
何
だ
ろ
う
。」と
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
物
語
は
、
読
む
人
の
数
だ
け
解

釈
の
仕
方
が
あ
り
、
同
じ
人
が
読
ん
で

も
読
む
た
び
に
違
う
発
見
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
関
わ

る
全
て
の
大
人
に
読
ん
で
ほ
し
い
、
お

す
す
め
の
一
冊
で
す
。

　

ま
た
、『
星
の
王
子
さ
ま
』は
、
子
ど
も

向
け
の
絵
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
り
、

最
近
で
は
映
画
に
も
な
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
れ
ら
を

き
っ
か
け
と
し
て『
星
の
王
子
さ
ま
』の

物
語
を
知
り
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
楽

し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
い
つ

か
一
度
は
原
作
を
読
み
、
冒
頭
で
紹
介

し
た
よ
う
な
作
者
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ

リ
の
数
々
の
名
言
と
共
に
、『
星
の
王
子

さ
ま
』の
世
界
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
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お
知
ら
せ

Information

空港公園事業「クリスマスツリーを飾ろう」より（12月10日）

須
賀
川
税
務
署
の
確
定
申
告

に
関
す
る
お
知
ら
せ

 　

須
賀
川
税
務
署
で
は
、
次
の
日

程
で
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
、
贈
与
税
、
個
人
事
業
者
の
消

費
税
の
確
定
申
告
書
作
成
会
場
を

設
置
し
ま
す
。

▼
期
間

　

２
月
８
日（
月
）〜
３
月
15
日（
火
）

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

▼
開
設
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
会
場

　

須
賀
川
市
産
業
会
館

（
こ
の
期
間
は
、
税
務
署
内
に
確

定
申
告
書
作
成
会
場
を
設
置
し
て

お
り
ま
せ
ん
。）

※
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
次
に
よ
る
提
出
方
法
が
大
変

便
利
で
す
。

①
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を

利
用
し
電
子
申
告（
e
ー

T
a
x
）

②
同
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
、
申

告
書
を
作
成
・
印
刷
の
う
え
、
税

務
署
へ
郵
送

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
w
w
w
・n
t
a
・g
o
・
j
p
）

ま
た
は
須
賀
川
税
務
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

須
賀
川
税
務
署

　

☎
０
２
４
８
ー
７
５
ー

２
１
９
４

 

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

 　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
無
料
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

▼
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
、
遺
言
、
多
重
債
務
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談

▼
開
催
日
時
及
び
場
所

●
１
月
21
日（
木
）、
２
月
18
日（
木
）

　

３
月
17
日（
木
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　

須
賀
川
中
央
公
民
館
２
階（
須

賀
川
市
八
幡
町
１
３
４
）

●
２
月
４
日（
木
）、
３
月
３
日（
木
）

　

午
後
５
時
〜
午
後
８
時

　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成

セ
ン
タ
ー（
白
河
市
中
田
１
４
０
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
２
４
８
ー

２
３
ー

１
７
８
５

（
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

 

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

 　

放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度
第

１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
間　

・
第
１
回
２
月
29
日（
月
）ま
で

・
第
２
回
３
月
20
日（
日
）ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
ー

９
２
１
ー
７
４
７
１

 

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

 

い
ち
早
く

い
そ
が
ず
慌
て
ず

れ
い
静
に

　

１
１
０
番
に
出
た
警
察
官
が
、

事
件
・
事
故
の
内
容
に
基
づ
い
て

必
要
な
事
項
を
質
問
す
る
の
で
、

慌
て
ず
落
ち
着
い
て
正
し
く
答
え

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
１
１
０
番
は
、
事
件
・

事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
警

察
へ
緊
急
通
報
を
す
る
た
め
の
電

話
で
す
。
急
を
要
し
な
い
相
談
や

照
会
な
ど
は
、
警
察
相
談
電
話

（
＃
９
１
１
０
）ま
た
は
最
寄
り
の

警
察
署
、
駐
在
所
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

１
１
０
番
の
正
し
い
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
石
川
警
察
署
】

　

☎
２
６
ー

２
１
９
１

【
玉
川
駐
在
所
】

　

☎
５
７
ー

２
０
５
３

○総　務　課
　　５７－４６２１

○住　民　課
　　５７－４６２４

○須 釜 支 所
　　５７－２０６１

○税　務　課
　　５７－４６２２

○会　計　室
　　５７－４６２５

○健康福祉課
　　５７－４６２３

○保健センター
　　３７－１０２４

○産業振興課
　　５７－４６２７
　　５７－４６２９

○農業委員会
　　５７－４６２８

○地域整備課
　　５７－４６２６
　　５７－４６３１

○議会事務局
　　５７－４６３０

○教育委員会
　　５７－４６３３

○公　民　館
　（文化体育館）
　　５７－４６３２

110
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な
い

さ
が

お
お
し
め

も
が
り
ぶ
え

た
ぎ

ふ

南須釜区民芸能祭より（11月22日）村民卓球大会より（12月６日）

短

歌

詠

草

集

さ
る
な
し
俳
句
会
十
二
月
句
会
吟
詠

笑
顔
の
太
陽　

寿
ぐ
ご
と
し
元
旦
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

空
を
覗
い
て
優
し
く
照
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
ハ
ツ
子

今
年
は
ど
ん
な
花
が
み
れ
ろ
か
元
旦
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
辺
に
期
待
の
道
歩
み
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
針　

ミ
サ

冬
に
い
る
雪
は
す
べ
て
を
つ
つ
み
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

暫
し
休
め
と
い
う
が
如
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
野
ケ
サ
子

菊
の
花
今
日
も
ほ
の
か
に
匂
い
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

暫
し
散
歩
の
わ
れ
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
木　

淑
子

す
っ
き
り
と
大
空
に
立
つ
富
士
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
も
何
か
物
語
り
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

平　

子

初
日
射
す
内
腑
く
ま
な
く
血
の
滾
り 

仁

七
十
路
て
ふ
齢
と
な
り
て
年
新
た 

由
記

子
等
帰
り
座
敷
の
風
の
吹
き
抜
け
る 

真
知

北
風
や
和
む
夕
餉
の
団
子
汁 

今
朝

お
降
り
や
刻
を
忘
れ
て
眺
め
を
り 

公

大
注
連
を
赤
子
抱
く
よ
に
飾
り
終
ゆ 

美
枝 

う
た
た
寝
の
子
守
唄
め
く
虎
落
笛 

仁
美

20歳になったら国民年金

▶問い合わせ先
　郡山年金事務所　☎０２４-９３２-３４３４
　住民課　☎５７-４６２４

年
金

　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考えで
作られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとったときや、病気や
ケガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができる制度です。

～新成人の皆さんへ～

●将来の大きな支えになります
　国民年金は 20 歳から 60 歳までの人が加入
し、保険料を納める制度です。国が責任をもっ
て運営するため、安定していますし、年金の給
付は生涯にわたって保障されます。
●老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金の
ほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金
は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れ
ます。また遺族年金は、加入者が死亡した場合、
その加入者により生計を維持されていた遺族
(子のある配偶者」や「子」)が受け取れます。

◆「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご
本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保
険料の納付が猶予される制度です。
◆「若年者納付猶予制度」
　学生でない 30 歳未満の方で、ご本人及び
配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年
金保険料の納付が猶予される制度です。

国民年金のポイント  「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
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すくすくクラブより（12月15日）

おくやみ申し上げます
地区名 死　亡　者 世帯主名

（12月15日まで届出分）

　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。
（村社会福祉協議会：12月15日まで受領分）

川　辺

小　高

北須釜

田  子 　 豊 　
溝　井　德　永
草　野　直　幸

様

様

様

寄付ありがとうございます

　村では、平成 27 年８月 31 日から 10 月
26 日にかけて、生活空間における放射線量
を測定しました。
　測定は、250ｍ×250ｍのメッシュ ( 観測
網)を設定し、総メッシュ数788か所のうち、
547 か所 ( 国有林や空港公園用地等を除く )
について、１メッシュあたり１か所を測定し
ました。
　測定の結果、全ての地域で 0.23μSv/h 以
下となりました。
　これらは、福島第一原子力発電所の事故か
ら４年６か月程度経過しており、現在の放射
性物質の残存率は、セシウム 134 は約４分
の１ ( 半減期約２年 )、セシウム 137 も約
10分の９ (半減期約30年 )であることから、
放出された放射性物質は低下していると推定
されます。

玉川村空間放射線量測定結果
～村内547か所で測定～

川　辺　　　田　子　ノブヱ　  　武　幸

　〃　　　　坂　本　茂　勝　　  茂　勝

小　高　　　溝　井　ミツヨ　　  德　永

北須釜　　　草　野　直　光　　  直　光

　気温が低くなってくると水道管が凍結し、水
が出なくなったり、水道管が破裂したりします
ので、注意が必要です。

■凍結させないために
　むき出しになっている水道管や蛇口には、発
砲スチロール製の保温材や毛布を巻くと効果的
です。
　メーターボックスの中も発砲スチロールや使
い古しの毛布などを入れて保温してください。

■凍結・破裂した場合
　凍結してしまったら、タオル等をかぶせ、そ
の上からぬるま湯をゆっくりかけてください。
熱湯を直接かけると破裂したりヒビ割れするこ
とがありますので注意してください。
　破裂してしまったら、メーターボックスの中
にある止水栓を閉め、破裂した部分に布やテー
プを巻きつけて、水道工事事業者へ修理を依頼
してください。

■漏水の有無を確認してください
　寒くなると凍結により漏水が多くなります。
水道を使用していないのに水道メーターのパイ
ロットが回転していると漏水の恐れがありま
す。こまめに確認し、回転している場合は水道
工事事業者へご相談ください。確認方法がわか
らない場合は地域整備課水道係までお問い合わ
せください。
▶問い合わせ先
　地域整備課　水道係　☎５７ - ４６３１

水道管に注意してください寒い冬は

【測定機器】
・日立アロカメディカル社製TCS-172B
Nal(TI) シンチレーション方式エネルギー補償型

行政区名 側点数 最低値～最高値
川 辺 64 0.07 ～ 0.11
蒜 生 17 0.07 ～ 0.17
小 高 60 0.07 ～ 0.17
中 20 0.07 ～ 0.11

岩 法 寺 41 0.09 ～ 0.18
竜 崎 44 0.09 ～ 0.15
南 須 釜 142 0.08 ～ 0.19
北 須 釜 62 0.09 ～ 0.18
吉 31 0.08 ～ 0.17

山 小 屋 23 0.09 ～ 0.19
山 新 田 8 0.12 ～ 0.19
四辻新田 35 0.11 ～ 0.18

※昨年までのマップ表示に変え、各行政区に
おける「最低値～最高値」を掲載します。

▶問い合わせ先
　住民課　環境衛生係　☎５７－４６２４
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◆玉川村虐待防止セン
ター専用ダイヤル

☎080-5220-4623

※毎日24時間体制で虐
待にかかわる通報（連
絡）や相談を受け付
けています。

●休日当番医の診療時間は、
午前8：30～午後4：30まで
となっています。
※須賀川地区の在宅当番医
は、須賀川市保健センター
内の休日夜間急病診療所
で診察しています。
　☎0248-76-2980
　須賀川市諏訪町67-1

●所得申告相談
（9：00保セ）

●いきいき教室
（11:00健た）

●クックちゃん文庫休館日

（休医）角田内科医院
（浅川町）

●4歳児歯科健診
（13:15保セ）

●(元)3Ｂたいそう教室
（9:30文体）

●所得申告相談
（9：00保セ）

●（元）きっずたいいく教室
（15:30村体）

●所得申告相談（9：00保セ）
●３～４か月児健診
（１３:３０公立岩瀬病院）
●（元）きっずたいいく教室

（15:30村体）

●所得申告相談（9：00保セ）
●(元)ラージボール卓球

（9:30文体）
●(元)トレーニング教室
（19:00文体）

●所得申告相談（9：00保セ）
●3歳児健診
（12:45保セ）

●1歳６ヵ月児健診
（13:00保セ）

●(元)プール教室
（13：30矢吹町温水プール）
●クックちゃん文庫休館日

●育児教室
（13：30保セ）

●(元)バドミントン
（19:00文体）

中学生に熱血講演するゴルゴさん（右）

「
命
の
授
業
」講
演
会

中
学
生
に
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

11
月
24
日
、
い
わ
き
石
川
青
年

会
議
所（
Ｊ
Ｃ
石
井
隆
士
理
事
長
）

主
催
に
よ
る
、
お
笑
い
芸
人
の
ゴ

ル
ゴ
松
本
さ
ん
を
招
い
た
講
演
会

「
命
の
授
業
」が
、
た
ま
か
わ
文
化

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
、
石
川
管
内
の
中

学
２
年
生
が
招
待
さ
れ
た
ほ
か
、

地
域
住
民
も
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
ゴ
さ
ん
は「
命
の
授
業
」と

題
し
、漢
字
を
独
自
の
解
釈
と
ギ
ャ

グ
を
交
え
な
が
ら「
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れ
ば
で
き
る
。

今
を
全
力
で
生
き
て
欲
し
い
」と
夢

や
目
標
を
言
葉
に
出
し
行
動
に
移

す
こ
と
の
重
要
さ
を
訴
え
、
参
加

者
は
、
ゴ
ル
ゴ
さ
ん
の
熱
血
講
演

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ燃えるゴミ

燃えるゴミ

●（休医）・・休日当番医　　 ●（元）・・元気スポーツクラブ　●文体・・文化体育館　　　　●クラブ・・文化体育館クラブハウス　●保セ・・保健センター
●健た・・健康の駅たまかわ　●村グ・・村民グラウンド　　 ●就改・・就業改善センター　●村体・・村民体育館　　　　●体セ・・体育センター

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

建国記念の日

介 護 保 険 料：第8期
後期高齢者医療保険料：第7期
固 定 資 産 税：第4期
国民健康保険税：第8期

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）とりごえ整形外科クリニック
（石川町）

●所得申告相談
（9：00保セ）

●(元)ラージボール卓球
（9：30文体）

●(元)フットサル教室
（19：00体セ）

●(元)きっずたいいく教室
（15：30村体）

●所得申告相談
（9：00保セ）

●(元)フラダンス教室
（9：30クラブ）

●(元)バドミントン
（19：00文体）

●(元)フラダンス教室
（9：30クラブ）

●(元)バドミントン
（19：00文体）

●所得申告相談
（9：00保セ）

●すくすくクラブ
（10：00保セ）

●(元)バドミントン
（19：00文体）

●いきいき教室
（11：30健た）

●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫休館日

●所得申告相談
（9：00保セ）

●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫休館日

●所得申告相談
（9：00保セ）

●(元)３Ｂたいそう教室
（9：30文体）

●(元)ラージボール卓球
（9：30文体）

●(元)フットサル教室
（19：00体セ）

●(元)プール教室
（13：30矢吹町温水プール）

●(元)ヨガ短期教室
（9：45文体）

●(元)スポーツサロン
（13：00文体他）

●(元)ヨガ短期教室
（9：45文体）

●(元)スポーツサロン
（13：00文体他）

延長窓口(～19：00)

延長窓口(～19：00)

延長窓口(～19：00）

延長窓口(～19：00)
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玉川村モバイルサイト

TAMAKAWA
MOBILE広報紙に掲載された写真が欲しい方は

　総務課広報広聴係（57－4621）まで
この広報誌は環境にやさしいインキと
再生紙を使用しております。


